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表
紙
は
沼
津
市
の
観
光
地
図
で
あ
る

が
、

．沼
津
市
全
図
」
に
観
光
名
所
等
を

赤
丸
で
囲
み
、
左
下
の
枠
内
に

「沼
津

駅
を
起
点
と
し
て
市
内
観
光

コ
ー
ス
」
、

左
上
の
枠
内
に

一沼
津
駅
よ
り
市
内
及

近
郊
名
勝
地

へ
の
里
程
」
を
赤
字
で
加

え
、
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
図
に
は
発
行
年
代
が
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
ベ
ー
ス
と
な

っ
た

「沼

津
市
全
図
」
が
、
『
昭
和
十
年
沼
津
市
勢

一
班
』
の
折
込
付
図
に
も
用
い
ら
れ
、

ま
た
、
昭
和
九
年
十
二
月
に
熱
海
～
沼

津
間
が
開
通
し
た
東
海
道
本
線
が
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
昭
和
九
年
以
降
に

作
製
さ
れ
た
と
い
え
る
。

昭
和
初
期
に
観
光
旅
行
が
盛
ん
に
な

る
中
、
色
鮮
や
か
な
鳥
敵
図
を
掲
載
し

た
観
光
案
内
の
リ
ー
フ
レ
ツ
ト
な
ど
も

数
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、

こ
の
地
図
は
、
市
街
地
図
に
赤
で
加
筆

し
た
二
色
刷
り
の
地
味
な
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
名
所
等
の
位
置
を
実
際
に
地

図
上
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
実

用
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
ｃ

左
下
の

一沼
津
印
小を
起
点
と
し
て
市

内
観
光

コ
ー
ス
・
に
は
、
沼
津
駅
か
ら

東

・
西

・
南
方
面

へ
向
か
う
観
光

コ
ー

ス
と
、
春
夏
秋
冬

の
季
節
ご
と
の
名
所

が
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

東

へ
　
沼
津
兵
学
校
趾
―
沼
津
城
趾
―

日
枝
神
社

　

一
里
塚
玉
造
石
―
平
作
地

蔵
―
松
並
木
／
西
へ
　
上
土
、
本
通
繁

栄
街
―
御
成
橋
―
丸
子
浅
間
神
社
―
御

幸
の
松
―
長
谷
観
音
―
首
塚
―
沼
津
千

本
公
園
／
南

へ
　
平
重
盛
之
墓
―
香
貫

山
―
日
蓮
船
繋
岩
―
牛
臥
山
―
桃
郷
海

岸
―
御
用
邸

春
　
大
中
寺
梅
　
日
枝
神
社
桜
　
桃
郷

の
桃
／
夏
　
千
本
、
我
入
道
、
桃
郷
の

避
暑
と
海
水
浴
　
駿
河
湾
の
船
遊
／
秋

川
日
の
黒
鯛
釣
　
狩
野
川
の
鮎
釣
／
冬

冬
知
ら
ず
の
避
寒
地

こ
れ
よ
り
、
著
名
で
あ

っ
た
海
水
浴
・

釣

・
景
観

の
他
に
も
、
当
時

の
史
跡
・

寺
社

・
街
並
み
な
ど
が
観
光
名
所
と
な

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
左
上
の

一沼
津
駅
よ
り
市
内

及
近
郊
名
勝
地

へ
の
里
程
」
に
は
、
千

本
浜
公
園

・
桃
郷
御
用
邸

・
牛
臥
海
岸
・

〓
津
海
岸

・
長
岡
温
泉

・
修
善
寺
温
泉
・

三
島
大
社

・
土
肥
温
泉

・
芦
の
湖

・
十

回
峠

・
箱
根
越
な
ど
の
観
光
地

へ
の
距

離

・
交
通
機
関

・
所
要
時
間
が
記
さ
れ

て
お
り
、
沼
津
が
観
光
地
で
あ
る
と
と

も
に
、
伊
豆
箱
根
方
面

へ
の
観
光
の
起

点
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

ヽ

‐‘“〓
シ
リ
ー
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　

，

い
一
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
浴
ν

壁
一一一一

沼
津
兵
学
校
資
業
生

渡
部
四
兄
弟

一̈
一葛

次
男
当
次
は
、
明
治
五
年
の
廃
校
時

ま
で
沼
津
兵
学
校
に
残
留
、
陸
軍
教
導

団
に
編
入
さ
れ
た
。
以
後
軍
人
と
し
て

の
道
を
歩
み
、
海
岸
防
御
取
調
委
員
、

参
謀
本
部
測
量
局
班
長
、
工
兵
第
四
大

隊
長
、
築
城
本
部
員
、
工
兵
会
議
議
員

な
ど
を
歴
任
し
、
陸
軍
工
兵
大
佐
で
終

わ

っ
た
。
海
岸
防
御
取
調
委
員
は
、
明

治
十

一
年

（
一
八
七
八
）
に
参
謀
局
の

下
に
設
置
さ
れ
た
、
要
塞
砲
台
の
建
設
　
　

．２

を
調
査
す
る
機
関
で
あ
り
、
当
次
は
測
　
　
一

量
課
員
と
し
て
、
沼
津
以
来
の
同
僚
早

川
省
義
と
と
も
に
そ
の
委
員
を
十
五
年

（
一
八
八
二
）
の
委
員
会
廃
止
ま
で
つ

と
め
て
い
る

（原
剛

『
明
治
期
国
土
防

衛
史
』、
錦
正
社
、
二
〇
〇
二
年
、
九
八

頁
）
。
ま
た
、
明
治
十
三
年
か
ら
開
始
さ

れ
た
陸
軍
に
よ
る
全
国
的
な
測
量
に
あ

た

っ
て
は
、
第
二
班
長
早
川
省
義
と
並

び
、
第
二
班
長
を

つ
と
め
、
関
東
地
方

の
地
形
図
作
成
を
行

っ
た

（前
掲
原
剛

著
、
一
七
四
頁
）
。
十
六
年
か
ら
は

一
等

三
角
測
量
に
携
わ

つ
て
い
る

（藤
井
陽

一
郎

「沼
津
兵
学
校
と
そ
の
日
本
近
代

沼
津
兵
学
校
の
教
授

・
生
徒
に
は
、

父
子

・
兄
弟
の
組
み
合
わ
せ
が
何
例
も

あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
兄
弟

四
人
が
そ
ろ

っ
て
資
業
生
に
及
第
し
た

渡
部
家
の
人
々
に
つ
い
て
で
あ
る
。
兄

弟
二
人
が
資
業
生
に
な

っ
た
と
い
う
例

は
十
組
あ

っ
た
が
、
四
兄
弟
と
い
う
の

は
実
に
珍
し
い

（三
兄
弟
の
例
は
な
い
）。

長
男
渡
部
当

一

（旧
名
虎
楠
、
第
二

期
資
業
生
）
、
次
男
渡
部
当
次

（旧
名
楠

象
、
第
二
期
資
業
生
）
、
三
男
堀
江
当
三

（旧
名
三
喜
楠
、
第
八
期
資
業
生
）
、
四

男
渡
部
万
喜
楠

（第
九
期
資
業
生
）
が

そ
の
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

長
男
当

一
は
、
明
治
四
年

（
一
八
七

一
）
沼
津
か
ら
上
京
、
熊
谷
県
権
中
属

（明
治
八
年
時
点
）
、
群
馬
県
十
二
等
出

仕

（十
二
年
時
点
）
、
同
県
五
等
属

（十

四
年
時
点
）
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
宮

城
県
の
細
倉
鉱
山
の
経
営
に
従
事
し
た

ら
し
い
。
大
正

一年

（
一
九

一
三
）

一

月
十
七
日
、
六
十
九
歳
で
没
。
法
名
は

顕
徳
院
殿
当
誉
書
道
居
士
、
墓
は
愛
媛

県
伊
予
三
島
市
に
あ
る
。

ヽ
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測
地
事
業

へ
の
影
響
に
つ
い
て
」
『
科
学

史
研
究
』
５１
、
五
頁
）
。
沼
津
兵
学
校
の

同
窓
会
で
あ
る
沼
津
ＩＨ
友
会
に
は
、
兄

当

一
や
弟
当
三
と
と
も
に
、
明
治
十
年

代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
出
席
し
て

お
り
、
旧
交
を
温
め
て
い
た
よ
う
だ
。

明
治
四
十
二

（
一
九
〇
九
）
年
五
月
二

十
七
１１
没
、
法
名
は
彰
徳
院
殿
当
誉
武

道
居
士
。
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
死
亡
広

告
に
は
、
友
人
総
代
と
し
て
、
沼
津
兵

学
校
の
後
輩
で
あ
り
同
じ
工
兵
科
軍
人

で
あ

っ
た
渡
瀬
昌
邦
が
名
前
を
出
し
て

い
る

（『
東
京
朝
日
新
聞
』
）
。

〓
男
当
三
は
、
当
時
作
成
の
名
簿
に

堀
江
姓
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で

（樋

口
雄
彦

「史
料
紹
介
　
沼
津
兵
学
校
人

名
簿
」
『
沼
津
市
博
物
館
紀
要
２１
』
、
五

三
頁
）、
沼
津
で
は
既
に
堀
江
家
に
養
子

に
入

っ
て
い
た
よ
う
だ
。
子
孫
宅
に
残

さ
れ
た

「堀
江
家
先
祖
代
々
之
霊
位
」

に
は
、
堀
江
重
左
衛
門

（慶
応
元
年
没
）、

堀
江
重
太
郎

（慶
応
三
年
没
）
の
名
前

が
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
が
当
三
の
養

祖
父

・
養
父
だ
と
思
わ
れ
る
。
少
年
時

代
の
幕
末
に
撮
影
し
た
、
単
独
で
の
も

の
Ｌ
兄
当
次
と
二
人
で
の
写
真
が
残
る
。

明
治
五
年
当
次
と
と
も
に
教
導
団
に
編

人
さ
れ
た
が
、
武
官
に
は
な
ら
ず
途
中

）

文
官
に
転
じ
た
ら
し
い
。
明
治
十
四
年

か
ら
十
六
年
頃
に
は
陸
軍
十
五
等
出
仕

で
あ
り
、
関
東
地
方
の
迅
速
測
図
作
成

に
従
事
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る

（
『
明
治
前
期
手
書
彩
色
関
東
実
測

図
　
資
料
編
』、

一
九
九

一
年
、
財
団
法

人
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
）。
明
治
十
年
に

発
足
し
た
日
本
最
初
の
数
学
の
学
会
、

東
京
数
学
会
社
の
会
員
に
も
な

っ
て
い

る
。
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
八

月
二
十
　
日
、
四
十
二
歳
で
没
、
法
名

は
顕
真
院
忠
誉
誠
実
居
士
。
た
ぶ
ん
亡

く
な
る
直
前
に
献
金
し
た
の
だ
ろ
う
、

兄
当
次
と
と
も
に
、
沼
津
兵
学
校
記
念

碑

（明
治
二
十
八
年
建
立
）
の
寄
付
者

名
簿
に
名
前
が
残
さ
れ
て
い
る
。

四
男
万
喜
楠
は
、
明
治
八
年

（
一
八

七
五
）
二
月
十
九
日
に
若
く
し
て
亡
く

な
り
、
法
名
を
高
賢
院
覚
誉
義
運
居
十

と
い
う
。
経
歴
は
不
明
で
あ
り
、
数
学

が
得
意
だ

っ
た
こ
と
、
チ
フ
ス
で
死
亡

し
た
こ
と
な
ど
が
子
孫
の
伝
間
に
残
さ

れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

渡
部
四
兄
弟
の
父
は
、
渡
部
当
忠

（明

治
三
十
七
年
十
月
四
日
没
）
と
い
っ
た
。

渡
部
家
の
過
去
帳
に
は
伝
太
左
衛
門
と

い
う
、
近
世
中
期
か
ら
の
祖
先
の
名
前

が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
家

し

柄
も
当
忠
の
経
歴
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

決
し
て
高
禄
の
旗
本
で
は
な
か
っ
た
よ

う
だ
が
、
子
弟
の
教
育
に
熱
心
だ

っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

当
次

。
当
三
の
履
歴
は
、
数
学

・
測

量
を
得
意
と
し
た
沼
津
兵
学
校
出
身
者

の
典
型
を
示
し
て
い
る
。
渡
部
四
兄
弟

は
、
学
力
を
拠
り
所
に
維
新
の
荒
波
を

乗
り
切

っ
て
い
っ

た
旧
幕
臣
　
家
で

あ

っ
た
と
い
え
よ

う
。本

稿
作
成
に
あ

た

っ
て
は
、
堀
江

毅

・
渡
部
伝
太
郎
・

大
森
華
子
の
諸
氏

か
ら
資
料

・
情
報

の
提
供
を
得
た
。

記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ

る
。
（樋
口
雄
彦
）

軍服姿の渡部当次

侍姿の当次・当三兄弟

※写真はいずれも堀江毅

氏提供。陣羽織姿の堀

江当三写真は、ガラス

板写真である。 陣羽織を着た少年時代の堀江当三
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堀江 当三



2003.1 .25 明治史科館 逍信 vOl.18 NO.4 通巻第72号

明治史料館の企画展図録

●浮世絵に描かれた沼津

1987年 8月 発行

●沼津市域にみる日清 。日露戦争

1990年 8月 発行

●愛鷹牧       1991年 7月 発行

●常設展示解説書 ぬまづ江戸時代図言志

1993年 3月発行

●沼津市のなりたち   1993年 7月 発行

●写真・史料にみる占領期の沼津

1995年 12月 発行

●近世・近代 ぬまづの俳人たち

1996年 7月 発行

●レンズに写つた沼津  1996年 12月 発行

●本のぬまづ人物言志  1998年 3月発行

●近世・近代 ぬまづの画人たち

1998年 7月 発行

0沼津の国学

〇沼津藩の人材

○江原素六生誕百五十年記念誌

O沼津兵学校の群像

O昭和の戦争と沼津

0神に仕えたサムライたち

※以上の図録は
':兒

在品切れとなつておりますの

で、史料館内でご覧いただくか、必要箇所を

コピー(1枚10円)していただ<形となります。

900円

1,000円

1,100円

1,000円

1,100円

1,000円

1,000P]

1,000P∃

1,000P]

1,000円

※以上の図録等は、史料館でお求めになれます。

1988年 7月 発行

1989年 8月 発行

1992年 7月 発行

1994年 7月 発行

1995年了月発行

1997年 11月 発行

●沼津兵学校 (再版)

1998年 3月発行 (1986年 8月 初刷 )

●書にみる沼津の人物  1998年 12月 発行

●図説 岳陽少年団   1999年 7月 発行

●愛鷹山中の謎の遺跡 山居院

2000年 7月 発行

●興農学園      2000年 12月 発行

●絵葉書にみる沼津の名所

2001年 12月 発行

●地図が語る沼津の歩み

2002年 12月 発行

●沼津案内 (復刻)  1984年 10月発行

●沼津之栞 (復刻)  1984年 10月 発行

●江原素六生誕150年 記念絵葉書

1992年 7月 発行

会 期 す

場 間

1,000円

500円

1,000円

500円

500円

500円

500F]∃

200円

300P]

350円

ヽ

ヒ

松
長
の
渡
辺
光
次
郎
氏
に
よ
り
収
集

さ
れ
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
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